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EP関連資料 

欧州単一特許制度と欧州統一特許裁判所制度に関する最近の動向と 

上記制度の発効前の準備／確認事項および新制度下の特許戦略 

 

 

                           ２０１８年０７月０２日 

 

                            

 

１. はじめに 

単一特許（"Unitary Patent"）の主なプラス面としては、参加国において同時に権利を行使す

ることができること、翻訳費用を最低限に抑えることができること、及び、唯一の維持年金を支

払うことを挙げることができます。一方、主なマイナス面としては、単一特許ゆえに、統一特許

裁判所において不利な判決が下された場合、全ての参加国において権利を一度に失う可能性があ

ることを挙げることができます。なお、UPC（統一特許裁判所）は、移行期間後には、これま

での EP特許（"Conventional EP Patent"）の訴訟も取り扱います。 

 

"Preparatory Committee"によれば、"UPCA（統一特許裁判所協定）を批准するというイギリ

ス政府の声明後、イギリスとドイツが批准することを前提として、パッケージ（単一特許制度と

統一特許裁判所制度）が 2017 年 12 月に発効することが見込まれていました。しかしながら、

イギリスの EUからの離脱交渉、イギリスと EUとの間で行われる経済交渉、及び、ドイツの連

邦憲法裁判所等による影響のため、上記の発効日は未だ流動的な状況にあります。 

 

 このような状況下で、単一特許制度と統一特許裁判所制度について、最近の動向と、これらの

制度の発効前に準備したり、確認したりすべき事項等について、以下に説明します。 
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